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〈論文〉

小学校体育科:r表現リズム遊び」についての授業開発の試み

赤田信一* 赤田陽子帥

A development study of Physical Education on Expression and Rhythm Play in Elementary School 

Shinichi AKADA六， Youko AKADA官*

8ummary 

This paper is a report of development of the lesson which applied to the contents of the government new 

guideline for teaching about the expression and rhythm play in physical education in elementary school. 

Generally， it's difficult to make a pleasant lesson ofthe expression and rhythm play. Because chi1dren are shy 

about expression and they can't exercise enjoying themselves. In order to build a good lesson， advanced 

educational instruction techniques are needed. It is meaningful that an example for making an excellent 

lesson is shown. 80， it is wished becoming that good example and this work: "Let's enjoy a marine party 

together" (time about 3 minutes) in the expression and rhythm play was completed. 

キ}ワード : 表現リズム遊び新学習指導要領授業開発

I はじめに

本稿は小学校低学年における体育科の「表現リズム

遊び」に関する授業開発とその実践の報告である。

さて、これまでの学習指導要領における「表現リズ

ム遊び」は、いわゆる『基本の運動Jの一部として内

在的に位置づけられてきたわけであるが、平成 23年

度から全面実施予定の新学習指導要領では、「高学年へ

の系統性」を明確にするという意図から、この「表現

リズム遊び」がひとつの『領域』として明確に定めら

れることとなり、今後、小学校低学年におけるこの領

域の授業が、これまで以上に活発に実践されていくこ

とが予想されるものである。しかしながらその一方で、

いわゆる「表現Jの授業実践の独特の難しさから、授

業者の授業実践への負担感を高めさせる可能性も危倶

されている。

学習指導要領の移行期の現在、よりスムーズな移行

の実現のために、また、「表現Jの授業実践における授

業者の負担感を払拭するためにも、質的量的にも多様
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な授業実践の提案・開発が求められよう。

そこで本稿では、今後の「表現リズム遊び」の授業

実践の発展を願いつつ、時代のニーズに対応すべく、

当該授業の開発を試み、その実践の報告を行うもので

ある。

本稿の授業事例が、小学校低学年における「表現リ

ズム遊び」の授業実践の一助になり得れば幸いである。

なお、本実践は平成 19年度に行われたものであり、

平成 23年度全面実施の新学習指導要領に示される内

容にはすべて対応しきれていない部分があるが、改訂

に関わった人物に直接レクチャーを受けるなど、出来

うる限りにおいて改訂内容の情報を把握しながらの授

業の実践となっている。

H 新学習指導要領解説における「表現リズム遊び」

の位置づけと内容

体育科の内容は、運動領域と保健領域から構成され

ているが、「表現リズム遊び」は運動領域のなかの第 1

学年及び第 2学年の領域として位置づいている(表 1)。

なお、この「表現リズム遊び」は、「表現遊び」と「リ
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ズム遊びJで内容を構成されており、身近な動物や乗

り物などの題材の特徴をとらえて、そのものになりき

って全身の動きで表現したり、軽快なリズムの音楽に

乗って踊ったりして楽しむことができる「運動遊び」

とされる。また、友達といろいろな動きを見付けて踊

ったり、みんなで、調子を合わせて踊ったりして楽しむ

「運動遊びj でもあるとされる。

「表現リズム遊び」での学習指導では、「表現遊び」

と「リズム遊び」の両方の遊びを豊かに体験する中で、

第3学年及び第4学年からの表現運動につながってい

く即興的な身体表現能力やリズムに乗って踊る能力、

コミュニケーション能力等を培えるようにし、そのた

めに、児童の身近で関心が高く、具体的で特徴のある

動きを多く含む題材や弾んで、踊れるような軽快なリズ

ムの音楽を取り上げ、「表現遊びj と「リズム遊び」の

2つの内容を組み合わせたり関連を持たせたりするな

ど、律動的な活動を好む低学年の児童の特性を生かし

た学習指導の進め方を工夫することが求められている。

また、新学習指導要領解説では、「技能J、「態度」、

「思考・判断」の観点が旧来に比べよりいっそう明確

に示されるようになったことが特徴的なことであり、

第 1学年及び第 2学年の「表現リズム遊び」において

も同様のことが言える。

「表現遊びJにおいての「技能」については、身近な

動物や乗り物などのいろいろな題材の様子をとらえて、

そのものになりきって全身の動きで楽しく踊ることが

指摘された。この時の題材の例としては、鳥、昆虫、

恐竜、動物園などの動物や乗り物など、児童にとって

身近で、関心が高く、特徴のある具体的な動きを取り入

れることが示された。また、そのようなものを具体的

な動きでとらえて、跳ぶ、回る、ねじる等、全身の動

きを取り入れること、また、急変した場面を取り入れ

ることも示された。

「リズム遊び」においての「技能」については、軽快

なリズムの音楽に乗って弾んで自由に踊ったり、友達

と調子を合わせたりすることで楽しく踊ることの重要

性が示された。

「態度Jにおいては、「表現リズム遊び」の全体を通

して、運動に進んで、取り組み、だれとでも仲良く踊っ
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たり、場の安全に気をつけたりすることが指摘された。

「思考・判断」においては、表現遊びゃリズム遊び

の基本的な動きを知り、楽しく踊るための動きを選ん

だり、友達のよい動きを見つけたりすることが指摘さ

れた。同時に、題材なリズム特徴を知り、それに合っ

た動きを選んでいくことも指摘された。

表 1

ザ品仏・
1 ・2 3 ・4 5 ・6

年

体っくり運動

器械・器具を使つ
宮真

ての運動遊び
器械運動

走・践の運動
走・跳の運動 陸上運動

遊び

水遊び 浮く・泳ぐ運動 水泳

ゲーム ポール運動

域 一:二議議，遊1)びS史…民二一、 表現運動

保 健

m r表現リズム遊びj の授業実践の工夫と子供の学

習の表れ

新学習指導要領解説に示された「表現リズム遊び」

の位置づけや内容を考慮、しつつ、小学校低学年(本稿

では 2年生を対象とした)における授業実践に取り組

んだ。全面実施の時期ではない移行期における授業実

践であるが、以下に示すものを実践上の工夫として取

り入れ、新学習指導要領に対応させつつ、同時に子供

たちの本単元における体育科での学習がより価値のあ

るものとなるよう努めた。

1 )児童にとって身近で関心が高く、特徴のある具

体的な動きを取り入れるとしづ観点、から、国語の

授業で学習した教材「スイミーJと「サンゴの海

の生きものたち」の内容を十分に踏まえつつ、海

中生物の動きを表現遊びゃリズム遊びのなかに

取り入れることとした。つまり、国語の授業の学
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習材を体育の授業のなかに取り入れ、国語の授業

でイメージを膨らませた海中生物の動きやその

心情の世界観を、体育の授業において具体的に身

体表現させていった。

実際の授業場面では、上記の工夫によって、 {fu

えi王国語教材「スイミーJの物語のなかの『そう

みんないっしょにおよぐんだ。海でいちばん

大きな魚のふりをして。Jとし 1う文章に触発された

子供たちは、体育の表現における多人数の間関し

た動きをするときにおいても、その動きの毘的を

させながら動くことの大切さを共有し

ていったようで、そのことによって、子供たちの

全体の表現の動きは非常にダイナミックで洗練さ

れていったようで、あった。また、悶語教材「サン

ゴの海の生きものたち」の学習においての「多様

な海洋生物が海の中で密接に関わりあい、問時に

自分の役割を果たしながら懸命に生きている」と

いうことに触発された子供たちは、体育の表現に

おける個別の動きをするときにおいても、仲間の

を尊重しながらも、島分の動きをしっかりと

やり抜き主張することの大切さを意識できるよう

たようで¥そのことによって、子供たちは

倍々の違った動きを通して、全体としてのひとつ

の世界観を表現する動きのハ…モニーを奏で、られ

るようになっていった。

2)全身を使った踊り、軽快なリズムに乗った踊り

を目指すという観点から、授業導入時の「体ほぐ

しjの時間帯において、『動きの工夫Jのトレ}ニ

ングを取ち入れた。

実際の授業場面では、まずは、「新関紙になろう j

という活動(教師の新聞紙をひらつかせたり、

ったり、ねじる、ぐちゃぐちゃに丸め

じて、子供たちは自分自身をその新関紙に見立て、

全身で新関紙の物真館表現をする活動)を行った。

子供たち て様々記形に変容できると

いう表現の楽しさを実感しているようで、あった。

また、表現の幅を広げそれを豊かなものにする

ために、次のような課題を子供たちに与え、実際

に体を使って動いてもらった。

く課題の伊U>

君、

3、

4、3

2

っけ
M

A
・

号、

Z、

3、

4、

号、

また、このような動きのトレーエングの中で、

以下のような助言を適宜行った。それにより、

ちの表現 刊を増していき、よりリズ

ミカノレなものとなっていっ

く助言の例〉
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3) 今

Cり

トレ…ニン

このとき

り

なるよう心が

もって取

と

ま

とによって、いわゆる

しさJを払拭し表現の活動を活発にすること、ま

た、お互いの即興的な動きに対してお互い

ねら

しつつ、仲間との部興表現の取り組みに、そ

しさを実感しているようであ

しておき(こ

のカードをイメ…ジカノレタと

し、

ドをめくっ

していくという

を

とったハカ

下のとおりである。

くカード(イメ 〉と

)コミュニケーショ

ら、これまで自

き

りした

と

し¥う と

また、コメント、ずる長引こも、

けながら、そ

きに取り入れていこうとれを皇

i土、

λ
ノ

いつ

つも、「どう

い動き

とするもっとよりよ

ことができるのか」ということ

について、これま

たようであっ

きの更

なる していこうと

んでいったようであっ
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たね。授業者も上記のような子供の状態を踏まえて、

以下のような写実的で具体的なコメント・助言を

適宜行うことで、子供たちの表現にさらに磨きを

7、 動きのスピードの遣いがあったから、大きい

魚か小さい魚かわかったね。等

かけていった。

くコメント・助言の例〉

1、 めず、らしいものを見つけてとっても驚いてい

るようにやってみょうか。

2、 ふわふわ感が出るように立ったりしゃがんだ (顔の表情までなりきって踊る) (仲間に動きを見てもらう)

りしているのがいいね。

3、 フ、ルドーザーの様子がよくわかるように手を IV 作品づくりに向けての単元展開

大きく広げて土をいっぱいはこんでいこう

よ。 今回の実践では、「表現リズム遊び」のひとつの学習

4、 うなぎの体操もいろいろな種類があっていい 目標として、子供たち全員による表現の作品づくりと

ね。 その披露(発表)を掲げた。以下には、その目標にた

5、 ニ人で同じ方向に揺れていると波が来たこ どり著くまで単元展開の概略を示す。なお、上述のn表

とがわかるね。大きな波かな、小さな波か 現リズム遊び」の授業実践の工夫Jの内容については、

な。 この単元展開の概略のなかに内在させている。

6、 顔の表情までなりきっていて、とても良かっ

-単元展開 (8時間扱い)

単元展開と予想される子どもの表れ

第 1時

lいろいろなものに変身しよう。 I

||どう動けば、本当より本当らしく見えるだろうJI

く実践の工夫前述 2) > 

折りたたみ傘になろう。折りたたむ・聞く・閉じる・回転

海の生き物になって、「だるまさんがころんだ」

早送り・コマ送り・スローモーション・ 3回繰り返し

走る(動く)・止まる・見る・跳ぶ・転がる

-二人だからできる動き

体の向きを変えたり、移動したりするといいね。

メリハリをつけるといいよ。大げさにやろう。

第 2""4時

|海の生き物に変身しよう o I 
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※留意点・"*評価

※ 心をほぐし、表現運動に心も体

もスイッチ・オンできる状態に

するため、準備運動に体ほぐし

の要素を必ず取り入れる。

※ なりきる身体表現のおもしろさを感

じさせながら、動きのダイナミック

さやメリハリ、リズムの変化など、

見る側の視点をあたえ、表現運動を

楽しんだり上手に表現したりする素

地を養う。

※ 自由に動く雰囲気を作るため、

「どこでもドア」をくぐって、

海の世界に入ったり、壁に海の

様子を映し出したり、 BGMを

かけたりする。

※ 自然と表現の幅がひろがるよう

に、イメージカノレタの内容は、
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く実践の工夫前述 1)前述 3)> 

見ている人にわかっ

てもらうためには、ど

んな工夫をしたらい

いかな口

適宜発展させる。

※授業後、動きの確認ができるように、

全時間ビデオをまわしておく。

|同じ生き物を二人で表現しよう。 l

-水中ブルドーザーみたいな

く実践の工夫 前述4)> I青海の生き物になりきって楽しく踊

いせえびが、砂を押している。

イメージと役割をもたせての表現

.スイミーと赤い魚の追しゅ瓦け

っこ 等

第 5，--，.， 7時

|リズ、ムダンスを作って踊ろう口

-手を伸ばして大げさに;

jやってみよう D

~ .くりかえしたりゆっく j

jりやったりしてみよう

海の生き物たちが楽しくパーティーをしているように楽

しく踊ろう。

ぼくは、スイミーになりきっておどるよ。

体をできるだけ大きく動かして踊ると楽しくなるよ口

登場(イメージカノレタの創作部分)から、リズムダンスま

で通して練習しよう D

友達と一緒に踊ると楽しいな。

リズムにのって踊れるようになったからうれしい。

第 8時

同芸会を開こう D

ることができる。

古見る人にわかってもらえるように

動きを工夫して踊ることができ

る。

大生き物の特徴をとらえて感じを込

めて踊ることができる。

※最後には、友達のよい動きを見つ

けて参考にしたり、次時への意欲

を高めたりするために、兄弟ベア

とクイズ形式で、見合って、言葉の

プレゼントを贈る時間を設ける。

※即興表現での意欲や学んだことが

リズムダンスにも生きるように、

前時までのイメージカルタで一番

気に入った動き(生き物)を選び、

衣装や動きも工夫して、海の生き

物になりきって、リズムダンスを

する。

官リズムにのって全身で弾んで、踊る

ことができる。

安海の中の生き物になりきって踊っ

たり、リズムにのって全身で弾ん

で踊ったりして、みんなで楽しく

踊ることができる。

;・おうちの人たちの前で、おもいきり踊れて楽しかったよo I1 ※おうちの人に「言葉のプレゼント

1 カード」を書いてもらう。

V 完成した作品の概要 仲間と協調しながらダイナミックでリズミカルな動

き・表現を行いつつ、同時に、自分が作った個性的な

前述の単元構成の最終段階において作品づくりとそ 動き・表現をも適宜組み入れ、それぞれの子供が本当

の発表を行い、本授業実践のひとつのまとめとした。 に楽しく踊りぬいていた姿が印象的であった。なお、

子供たちはそれまでに様々な表現の工夫を行い、そ その作品のタイトノレは「海のパーティーをひらこうJ

れを発表会の場において保護者を前に披露していった。 で、あった。以下にはその作品の概要を写真で示す。
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費量 イ
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田揚子

おわりに

ける リズム

しまして心より ま

しいただ、いた保

も心より

しいリズム ジズ、ム

ぐしJ
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